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平成 27年度介護保険法改正の概要

「地域包括ケアシステムの構築と
費用負担の公平化」

①在宅医療・介護連携の推進などの
　地域支援事業の充実
　＋あわせて
　予防給付
（介護予防訪問介護・介護予防通所介護）を地域支
援事業に移し、多様化
・在宅医療と介護連携の推進
・認知症施策の推進
・生活支援と介護予防サービスの充実
・新しい介護予防と日常生活支援総合事業

②特別養護老人ホームを在宅での生活が困難な
　中重度の要介護者を支える機能に重点化

③低所得者の保険料軽減を拡充

④一定以上の所得のある利用者の自己負担を 2割へ
引き上げ

⑤低所得の施設利用者の食費・居住費を補てんする
補足給付の要件などに資産などを追加

和歌山県要介護（要支援）認定者数男女計。年々増加し続けている。
	 厚生労働省　介護保険事業状況報告より。

要支援者・要介護者の介護が必要になった原因の上位３位。
最も多いのは「脳血管疾患（脳卒中）」で 18.5%。
要介護度別にみると、要支援者では「関節疾患」が 20.7%で

最も多く、次いで「高齢による衰弱」が 15.4%。要介護者では「脳
血管疾患（脳卒中）」が 21.7％で「認知症」が 21.4％と多くなっ
ている。	 厚生労働省　平成 25年　国民生活基礎調査より。
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和歌山県　要介護（要支援）認定者数　男女計

介護が必要になった主な原因


